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地震被害想定
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ある特定の地震の発生を想定し，その地震の揺れの強さ，
建物やライフラインの被害，人的被害，社会・経済的な影
響を予測すること

地震被害想定：

地震の設定
歴史地震
活動層データ

地震動の分布

距離減衰，統計的グリーン関数，
地形分類など

構造物被害

建物被害関数

人的被害
社会的影響

（目的）

⚫

（推定された被害の量や程度を目
安にする）

⚫ 住民の防災意識の向上

行政の防災対策の立案
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今後30年間で震度6弱
以上の揺れに
見舞われる確率

基準：2020年1月1日

南海トラフ

首都直下

地震調査研究推進本部（2021）

千島海溝
根室沖
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首都直下地震の切迫性

平成25年版
防災白書



関東地震
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1923年9月1日（土） 11:58発生（M7.9）

中央防災会議（2006）：関東大震災報告書

全潰（ぜんかい）率と推定震度 焼失・流出・埋没率

神奈川県平塚・茅ヶ崎周辺の相模平
野，小田原周辺の足柄平野，房総半
島南部の館山から千倉で全潰率30%
以上（震度7）

東京市15区，神奈川県横浜市，横

須賀市，鎌倉町，千葉県船形町な
どで焼失率が高い
津波による流出，土砂災害による埋没
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首都直下地震の切迫性

平成25年版
防災白書



1923年関東地震(M7.9)の発生前40年間（左）と最近67年間（右）に
おける関東地方周辺の地震活動(M≧6) の比較

7
1923年関東地震の前に大きな地震が多発 関東地震後は，静穏期（いつまでか？）

http://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec7.3.html



首都直下のM7クラス
の地震の震度分布
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都区部直下

中央防災会議（2013）

中核都市等の直下

フィリピン海プレートと北米
プレート境界

活断層

西相模灘



千葉県の想定地震の断層モデル
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首都直下
地震

長期的には
心配な地震

津波対策が
必要な地震

1677年延宝
房総沖地震
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兵庫県南部地震

1995年1月17日5時46分発生（MJMA=7.3)

関東大震災以来の 都市型災害

•死者 : 6,434名 行方不明者 : 3名 負傷者 : 43,792名

•住家被害 : 全壊104,906棟、半壊144,274棟、全半壊合計約25万棟（約46万世帯）、
一部損壊390,506棟

•火災被害 : 全焼7,036棟、半焼96棟、部分焼333棟

•その他被害 : 道路7,245箇所、橋梁320箇所、河川774箇所、崖崩れ347箇所

•被害総額 : 10兆円規模

（被害） 2006年5月現在
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兵庫県南部地震の犠牲者の特徴

「地震防災のはなし」（岡田恒男，土岐憲三編）

亡くなった場所の内訳 犠牲者の年齢分布

自宅（86.6％）
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兵庫県南部地震の犠牲者の特徴

犠牲者の死亡原因

窒息および圧死

66.3％

焼死・全身火傷
不詳および不明

15.4％

「地震防災のはなし」（岡田恒男，土岐憲三編）
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兵庫県南部地震の犠牲者の特徴

「地震防災のはなし」（岡田恒男，土岐憲三編）

犠牲者の死亡推定時刻

地震発生後15分
（実際は5分程度）

約92％

•建物の耐震
性確保
•家具の固定
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建物の構造別被害率（灘区）

村尾，山崎（2000）

建物の構造別被害率

全壊：住める見込みは非常に少ない

半壊： 大幅な修理で住める可能性あり
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木造の建築年代別被害率（灘区）

1950年（昭和25年）建築基準法制定

1981年（昭和56年）建築基準法施行令大改正 新耐震設計基準

1978年 宮城県沖地震

古いものほど壊れ
やすい

村尾，山崎（2000）



地震被害想定の社会的意義
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首都直下地震はどこで起こるかわからない

最新の地震学の知見を取り入れ，定期的にシナリオ地震を見直す必要がある

社会ストックの更新効果の評価

建物データを定期的に更新し，建替，耐震補強等の効果を反映
道路・水道等の社会インフラの更新状況を踏まえた被害予測

防災投資効果の評価

ハード・ソフト両面の防災施策の効果を可視化する


